
 

  

 

 

【「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」の概要】 

 

＜試行排出量取引スキーム＞ 

・企業等の参加者が自主的に削減目標を設定し、その目標達成に向けて排出削減を進め

る。その目標達成のため、以下の排出枠・クレジットの取引が可能。 

①排出枠（企業等が削減目標を超過達成した分） 

②国内クレジット（大企業等が技術・資金等を提供して、中小企業等が行った   

ＣＯ２排出削減事業で政府に認証されたもの） 

③ＣＯ２クレジット（京都クレジット） 
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＜当社の参加条件＞ 

 

 

 

 

 

＜今後のスケジュール＞ 

2008年12月12日まで  参加募集期間 

2009年 春頃   目標水準審査 

８月末   参加者の2008年度のＣＯ２排出実績報告 

10月中旬   2008年度のＣＯ２排出実績確定 

11月末～12月中旬  排出枠・クレジットの移転期限、目標達成確認 

 

以 上 

【参加形態】個社参加 

【目標年度】２００８～２０１２年度の５ヵ年 

【削減目標】各年度、使用端ＣＯ２排出原単位で０．３２２ｋｇ－ＣＯ２／ｋWｈ 




